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第１回幕張新都心まちづくり将来構想懇話会 開催結果 

 

1. 日 時 2021 年 6 月 28 日（月）16:00～18:00 

2. 場 所 Web 開催 

3. 参 加 者 ≪有識者≫５名（五十音順） 

田中 里沙委員、土肥 武司委員、豊田 啓介委員、馬場 未織委

員、広井 良典委員 

   

≪関係者≫６名（五十音順） 

遠藤 峰志委員、金親 芳彦委員、島田 達人委員、田村 聡明委 

員、遠山 孝行委員、丹羽 信博委員 

 

≪オブザーバー≫２名 

稲生 敏幸（千葉県企業局土地事業調整課長）、越川 智子（習志野市総合

政策課長） 

 

≪千葉市≫３名 

神﨑 広史総合政策局長、勝瀬 光一郎未来都市部長、志村 佳貞

幕張新都心課長 

 

≪運営事務局≫１名 

横山 聡（株式会社三菱総合研究所） 

 

4. 議 題  

(1) 開会挨拶 

(2) 幕張新都心まちづくり将来構想骨子案説明 

(3) 全体討議 

(4) その他 

 

5. 議事概要  

(1) 開会挨拶 

千葉市より開会挨拶を行った。 

(2) 幕張新都心まちづくり将来構想骨子案説明 

幕張新都心まちづくり将来構想骨子案について、千葉市より説明を行っ

た。 
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(3) 全体討議 

【第１部】 骨子素案について専門的知見からのご意見 

「今後想定される都市のまちづくりに関する将来変化につい

て」というテーマで有識者から意見を出し、意見に関して討議

した。 

【第２部】 骨子素案について生活者としてのご意見 

「幕張新都心で生活していて感じる課題、課題を踏まえた期

待」というテーマで関係者から意見を出し、意見に関して討議

した。 

(4) その他 

オブザーバーや千葉市から全体討議に関する感想を述べた後、事務連絡を

行った。 

 

6. 会議経過  

～以下、議事要旨～ 

 

（1）開会挨拶 

（千葉市）開会挨拶を行った。 

開会挨拶 

神﨑総合 

政策局長 

神﨑でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

多大なるご理解・ご協力を頂いておりますこと、この場をお借りしまして厚

く御礼申し上げます。 

また本日はご多用な中、幕張新都心まちづくり将来構想懇話会にご出席を

賜り誠にありがとうございます。 

さて、ご存知の方も多いかと思いますが、千葉市は今年の 1 月 1 日に市政

100 周年を迎えたところでございます。100 周年の記念事業を様々に行って

いきますが、その一つとして、「百の歴史を、千の未来へ」と題する記念漫

画を発刊いたしました。 

都市の発展に関わる百年の経緯を掲載しており、幕張新都心関係では世界

のモノ・人が集まる幕張メッセプロジェクトを漫画化して、展開をしてお

り、幕張新都心が発展してきたこれまでのあゆみを振り返る良い機会とな

っております。 

本市といたしましても、かねてから幕張新都心が今後も発展していけるま

ちであり続けるよう、取組みを進めていく必要があると認識しており、さら

なる発展に向けたまちづくりの方向性を示す幕張新都心まちづくり将来構

想を今年度末に策定することとし、この構想の策定にあたりまして、幕張新
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都心に関わる市民、企業団体等の幅広い地域の関係者の皆様方や、関係行政

機関等を協力・連携することが極めて重要であります。そして幕張新都心の

より良い将来の方向性を定めるために、多様な視点を取り入れる観点から

この懇話会を設けることとしたところでございます。皆様方には幅広い意

見をいただき、より良い将来構想に還元したいと考えておりますので、是非

ともご協力のほどよろしくお願いいたします。 

ここで本日の進行につきまして説明をさせていただきます。 

懇話会の次第をご覧ください。 

次第の 3、幕張新都心のまちづくり将来構想骨子案の概要を事務局からご説

明させていただきます。 

次に次第の 4、全体の討議といたしまして 2 部構成でございます。 

第 1 部は「骨子案について専門的知見からのご意見、今後想定される都市

のまちづくりに関する将来変化」というテーマで有識者の皆様方から各 4

分間ご発言いただき、その後発表内容の意見交換を想定しております。 

第 2 部は、「骨子案について生活者としてのご意見、幕張新都心で生活して

いて感じる課題やそれを踏まえた期待」というテーマで、関係者の皆様方か

ら各 4 分間ご発言いただき、その発表内容を踏まえた意見交換を行うこと

としております。 

皆様方には、忌憚のない意見を賜りますようお願いし、開会にあたっての挨

拶と進行の説明に代えさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

（2）幕張新都心まちづくり将来構想骨子案説明 

（千葉市）幕張新都心まちづくり将来構想骨子案について説明を行った。 

幕張新都心まちづくり将来構想骨子案に関する説明 

志村幕張 

新都心課長 

千葉市幕張新都心課長の志村でございます。本日は皆様お忙しい中、お集ま

りいただきありがとうございます。早速ですが、事前にお送りいたしました

資料の２．幕張新都心まちづくり将来構想骨子案に基づいてご説明させて

いただきます。 

幕張新都心の将来構想策定の趣旨を５つ、ここで挙げております。幕張新都

心は、職・住・学・遊の複合機能を備えた未来型の国際業務都市としてこれ

まで発展を遂げてきたこと。このまちづくりのさらなる発展に取り組む上

では、千葉市の幕張新都心ということだけでなく、千葉県、首都圏の拠点で

もある幕張新都心として成長させていく必要があるということ。この幕張

新都心は旧千葉県企業庁が主体なってまちづくりを進めてまいりました

が、その旧企業庁事業の収束に伴って、今後のまちづくりは本市千葉市が主
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体となって取り組む必要があるということ。また、多様な関係者が活躍する

幕張新都心において、まちがさらに成長して行くためには、目指すべき方向

性の共有が必要になると考えていること。これまで幕張新都心が新たな取

組みを取り入れながら発展してきたというあゆみを踏まえ、幕張新都心が

さらに発展していく、また発展させるために概ね 20 年から 30 年後の将来

を見据えたまちづくりの方向性を示す将来構想を策定するという考えに至

りました。 

それでは次をご覧ください。将来構想の構成となるフローを示したもので

す。まず各種計画における将来像、位置づけを整理し、次に幕張新都心のあ

ゆみとして、歴史を振り返り、幕張新都心のマインドを再度整理したいと思

います。次に、幕張新都心の現在の姿を様々な形でデータを用いて整理して

いきます。 

考慮すべき将来の変化として、大きな社会変化の予測や、動向について見通

し等を示すとともに、これまでこのまちに関わってきた方の思いや、今後の

期待をヒアリングし、さらには幕張新都心に対して有識者の皆様からの視

点を取り入れながら幕張新都心が目指すべき姿を示していきたいと考えて

おります。併せて現状分析として職・住・学・遊の機能面からの評価と、目

指すべき姿とのギャップを確認するため、分析を行ないます。このような作

業を踏まえて、最後に幕張新都心のまちづくり変革の方向性、目指すべき姿

と現状のギャップを超えるために、進むべき、変えるべき方向を提示したい

と考えております。 

まず、各種計画における将来像の位置づけです。 

幕張新都心は明確な土地利用計画のもと、職・住・学・遊の 4 つの複合機能

の集積が進み、それぞれの基本コンセプトの基、未来型の国際業務都市の形

成を目指して発展してきました。その職・住・学・遊に関する各種計画など

を整理したいと思います。 

次に幕張新都心のあゆみ、歴史についてです。 

1980 年代の埋め立て工事完了以来、幕張新都心はこれまでも先端的な、先

進的な取組みに数多くチャレンジしてきました。これらを特徴的に表す歴

史的な経緯を整理して示しております。 

次に、幕張新都心の現在の姿、土地利用計画ですが、この図にあるように明

確なゾーニングによる土地利用計画が進められてきたことを改めて示した

いと思います。 

次に幕張新都心の現在の姿として、ここでは幕張新都心の活動人口を示し

しております。当初、日々の活動人口が約 75,000 人であったものが、現在

では日々23 万人が活躍しておりますので、こういった手法はもとより、幕
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張新都心の姿を様々な形で示すように作業を進めていきます。 

次に 4.の考慮すべき将来の変化ですが、文献等から考慮すべき将来の変化、

関係者や市民の皆様の思い、有識者の皆様による将来の変化の予測等から、

取り入れるべき視点等を整理してまいります。ここでは日本における幕張

新都心の位置づけの変容、また新技術を活用した様々なコト・モノを創出

し、育成する創造的な土壌が必要になるということ、さらには人口減少、少

子高齢化、多様性、働き方、住まい方、価値観の変化等から、新たな姿の検

討に影響するのではないかと考えております。 

次にゾーニングされたエリア同士の連携や融合、それぞれが自分事として

まちに関与するといった課題が想起されています。それらの将来の変化を

踏まえ、次に幕張新都心が目指すべき姿を体系的に整理してみました。 

まず、まちづくりの理念として、幕張新都心のこれまでのあゆみを踏まえ、

これからも大切にするべき基本となる考え方、次に、まちづくりの理念の

基、幕張新都心にて活動する上で必要な、幕張新都心のありたい姿、そして

ありたい姿と、現状のギャップを超えるために、進むべき方向を示すため幕

張新都心のまちづくりの変革の方向性について示していくことと考えてお

ります。 

それでは目指すべき姿、まちづくりの理念についてご説明いたします。これ

までも常に新しいものを取り入れ、新しいまちの発展に取り組んできた経

緯を大切にすべきと考え、イメージ図にあるように常に未来を追い求め、チ

ャレンジを繰り返すことで、幕張新都心が半歩先、一歩先を行くという考え

方を示していきたいと思います。 

次に、幕張新都心で多様な主体が活躍するために必要なものとして、幕張新

都心のありたい姿を整理したものです。幕張新都心から新しいコト・モノを

生み出す新規性、先進性といった姿により、多様な人の活動を受け入れ、応

援する包摂性という姿を併せ持ち、これらが循環し、それぞれの姿をより高

めていきたい。そしてこの循環をより高めるために、様々な主体・市民が協

働しながら幕張新都心を持続的に高度化するための仕組みづくり、基盤を

整える都市経営といった姿も必要であると考えています。この幕張新都心

の 3 つのありたい姿に対し、現状分析について 13，14 枚目以降のスライド

で 3 枚にわたってそれぞれの姿に対しての現状の整理分析を行っておりま

す。今回この資料でお示しした分析だけでなく、引き続きしっかりとした分

析を進め、幕張新都心の目指すべき姿とのギャップを可視化するとともに、

幕張新都心が進むべき方向性に繋がるようにまとめていきたいと考えてお

ります。次に 17 枚目以降です。 

最後に、幕張新都心のまちづくりの変革の方向性として示していきたいと
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考えております。 

新規性、先端性、包摂性の都市経営といった 3 つの姿それぞれに対し、変

革の考え方をここでは 2 つずつ示しております。 

この変革に向かう取組みを記載されているような単なるイメージで終わら

せるのではなく、今後の幕張新都心のあり方を踏まえ、具体的な事業や行動

といったものに繋がるような整理を行い、幕張新都心のより良い、将来の姿

につながるように見せていきたいと考えております。 

本日はご参加いただいている皆様方から幕張新都心の将来構想策定に向け

て考慮すべき視点、考え方など、様々なご意見を頂戴できればと考えており

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（3）全体討議 

【第 1 部】と【第 2 部】に分け、それぞれ有識者・関係者からの発表と発表に基づく意 

見交換を行った。 

【第 1 部】 

田中委員 改めまして田中でございます。進行役を努めますのでどうぞ皆様宜しくお

願いいたします。 

まずこの全体討議第 1 部では、有識者の皆様から「幕張新都心まちづくり

将来構想骨子案について専門的知見からのご意見、今後想定される都市の

まちづくりに関する将来変化」というテーマで発表をいただきたいと思い

ます。発表順は土肥様、豊田様、馬場様、広井様、そして私田中の順番でお

願いいたします。 

お時間は一人 4 分で、皆様宜しくお願いします。 

それでは土肥様からお願いいたします。 

有識者発表 

土肥委員 改めまして土肥と申します。僕がどのような人間なのかということについ

て、肩書きだけですとよくわからないと思いますので、軽く自己紹介から入

ります。僕は千葉市に在住しているプログラマーで、エンジニアで、ディレ

クターという、制作・モノを作るような仕事をしています。 

千葉に住み十数年経過しましたが、その中で 2 つ千葉に関わる事業をして

おります。1 つは METACITY 推進協議会というものをしています。もう 1

つが、千葉市メディア芸術振興事業実行委員会の委員長というものをやっ

ています。それぞれ何をしているかといいますと、千葉市メディア芸術振興

事業実行委員会の方は、「ななめな学校」という学校をやっていまして、千

葉市内でアーティストやデザイナー、建築家、研究者の方を呼んで、普段の

学校教育ではできないような授業をしています。 
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もう一つは、METACITY というものをしております。この METACITY と

いうのは、まさに今回のテーマとやや近いと思いますが、思考実験とプロト

タイピングを通して、ありうる都市の形を探求するリサーチチームという

ことで、都市で「あれ、こんなことをやれるのではないか」というものを

様々なステークホルダーとともに研究していくプロジェクトを進めていま

す。 

METACITY でしているプロジェクトとしては、いろいろあります。宣伝に

なりますが、7 月 24 日から 8 月 4 日まで幕張新都心の見浜園で「生態系へ

のジャックイン展」という現代美術の展示なども行います。 

今回の骨子案を拝見して、気になった事や僕の視点で思うことを箇条書き

にしました。包摂性と先端性と都市経営という 3 つがあったため、それぞ

れに対して意見を勝手ながら挙げさせていただきます。 

まず包摂性というところで、範囲を幕張新都心からもう少し広げて考えた

方がよいのではないかと思う部分がありました。というのは、僕もこの地に

よくいるのですが、京成幕張や、検見川の方の雰囲気と幕張新都心の雰囲気

はガラッと変わりますが、どちらもバランスをとりながら何かしら必要な

関係にあるのではないかと思うところがありました。あともう 1 つ、シン

グル層が少ないかもしれないというのは幕張新都心の一つの特徴と思いま

した。 

また一人暮らしの人間や、学生等が住む場所があまりないと思いました。 

先端性という箇所を読む中で、トップランナーを目指されているような書

き方ではありましたが、僕はトップランナーでなくてもよいのではないか

と思いました。まさにその土壌に合うやり方というものがあると思うため、

土壌に合う幕張新都心らしい独自の発展を進めていただけたらいいと思い

ました。 

あとは、テクノロジーの使い方をもっと、人間だけの便利さを求めたもので

はなく、都市レベルで考えるのはよいと思いました。 

また、アーティストや研究者、デザイナー等を登用できるような枠組みがあ

ればよいと思いました。 

あと都市経営というところで、新たな合意形成システムというものがある

べきではないかと思いました。それは間接民主制で議員を選び、合意を取る

という形ではなく、テクノロジーを使って新たな固有システムを作れたら、

少し変わってくるのではないかと思いました。 

さらに、幕張メッセがそうだと思いますが、植栽空間があまりないと思うた

め、そうしたものができたらよいのではないかと思いました。 

あとは、文化と経済の関係性について、文化があることで、経済も発展しま
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すし、その点は同時に考えなければならないと思います。以上です。 

田中委員 スライド出していただきながら、わかりやすく説明いただきありがとうご

ざいました。続いて豊田様、よろしくお願いします。 

豊田委員 僕は建築家として、スマートシティの開発やビジョンづくりに関わる立場

が多いです。ここで大事になるのが、結論から言いますと、Non-Human-

Agent です。これはデジタルエージェントという言い方をしてもよいもの

で、ロボットや自立モビリティ、もしくは物理的実体を持たない AR なアバ

ター、VR のキャラクターみたいなものです。 

人と突然共存しオフィスの中を歩いたり、まちを歩いたりする人間以外の

エージェントにいかに認識しやすく、動きやすく、共存しやすい環境をどう

つくるかという視点が、巡り巡って、人がより多様な選択肢が選べるまち、

もしくは環境を作ることに繋がるのではないかということを考えていま

す。この図も前段なくいきなり説明してもわかりにくいかもしれませんが、

左右がフィジカル／デジタル軸、上下が環境／エージェント軸です。点か箱

という形でいくと、これまでフィジカルエージェントとしてのヒトやモノ

が、フィジカル環境としての建築や、都市の中で生きてきたのが 20 世紀ま

でだとすると、右下の Non-Human-Agent という、ざっくりとしていると

いってもよいデジタルエージェントが、いかに物理環境を認識するかとい

うのは非常にまだハードルが高いのです。 

これを認識させるために、疑似的にデジタル環境をできるだけシームレス

に、正確にその場に置いておかないといけないのですが、今のところこれを

各サービサーやエージェントが百社百様にしているものを、いかに共通化

を公共側からある程度しておくかがかなり必要になるだろうと思います。

これをコモングラウンドと言い方をしていますが、この物理環境だけでも

なく、所謂デジタル環境だけでもなく、相互が意外なぐらいの認識できない

実空間を、いかに認識しやすい形であらかじめ置いておくと、お互いの認識

やコミュニケーションやサービスの連動というものが、非常にハードルが

低く、汎用に実装できる環境というものが生まれてくるだろうということ

です。これは結局、都市や大きなプレイヤーが協力しないとできない環境の

ため、これを先導するまちとしての千葉、もしくは幕張新都心ができればと

思います。万博の誘致会場計画等に関わっているのですが、ここでも例えば

2025 年を目標にしていく等は当然言われているのですが、2025 年の仮実

装で終わるのではなく、もう少し長期に先行して行う場所として、幕張とい

うのはかなり理想的なのではないかと思います。 

この流れをもう 1 度違う言い方で見ると、情報空間と物理空間の接続とな

ります。今のところまだスマホとか PC のようなほぼ点に近い面でしかイ
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ンタラクションができておらず、それに対しての OS が躯体としてのスマ

ホや PC を理解してその上でアプリを入れて、インタラクションをしてい

る。ただスマホが車になり、車が住宅になり、住宅が実都市になると、より

高次化をしており、マルチモーダルになる流れが今はもう不可避になって

いく中で、都市全体をいかにデジタル技術としてその上で OS を走らせ、

様々なアプリとしてのサービスを動かしていくかという、その実空間自体

がインターフェース、インタースペースになる流れが不可欠になっている。

そのことを、いかにここで実証実験、もしくは実装化して使っているかが非

常に大事になる。それをやる結果として、離散化や流動化や多層化、コロナ

禍でこのようなニーズがどんどん広がっていくものの、個別のサービスや

エッジ側だけでやるのではなく、環境側がメディエーターになることで、初

めて社会的に実装できるようなものが実現できるだろうと思います。ここ

で資料に職・住・学・遊の話が出てきて驚いたのですが、この辺りの個別の

場所、人等、集団というものに閉じていた 100%の固定的なものではなく、

このようなものが離散的、流動的、多層的に混ざるような環境や生き方がで

きるようになるだろうと思います。ただこれをいかに場所としても混ぜら

れるようにするかというのが、幕張の今の明確な課題だと思いますし、これ

を物理的にシステムとして入れていくかと言うことを行政と民間と住民と

が一緒に行うことで、次世代型スマートシティと言われているものの、仮想

実験・実証実験としての機会となり、企業・研究者・人が集まるという環境

が作れるのではないかと思います。 

田中委員 基軸の問題提起をいただいたと思います。ありがとうございます。 

続きまして、馬場様、よろしくお願いします。 

馬場委員 馬場と申します。よろしくお願いいたします。私は南房総と東京の二地域居

住という形で 15 年ほど経ちます。南房総リパブリックという NPO を運営

している者です。普段は建築やまちづくりについての執筆を生業としてお

ります。よろしくお願いします。 

『週末は田舎暮らし』という、都市に住む者が田舎に暮らしたらどういうこ

とになるのかというテーマで 2014 年に本にしております。南房総に関わり

ながら千葉県でも南北 250 キロ離れているということで全く幕張新都心に

縁がありませんでしたが、先日少し用事も兼ねて行きました。住み心地ラン

キングで、千葉県の中で第 3 位の場所が海浜幕張駅のため、どれだけ住み

心地が良いまちなのかという期待を込めて伺いました。一番印象的だった

ことは、歩車分離で、人工地盤的に、歩道が広い歩道が整理されていること

でした。上から俯瞰する緑なども見えましたが、大きな印象は Google マッ

プで見ているものがそのまま実測で現れたというものでした。その間にミ
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クロに寄って行けば発見があるかというと、発見がなかなか無いというと

ころが潔い空間ではありますけれど、発見がもう少しあったら面白いと思

いながら歩いていました。見どころがたくさんあるようではありましたが、

お昼時にタバコを吸ったり、少し与太話をするのに駐車場を使っている方

たちが居たり、居場所を都市計画的には作られていても、なかなか職住近接

していなかったりしており、組織計画レベルではきちんとなされています

が、実体験としてそれが機能しているかと言われたら、そこまで細やかな感

じがしなかったというのが率直な印象です。 

一方で、少し離れた幕張 BASE では、とても心地のいいカフェがありまし

た。これは ZOZOＰＡＲＫの方まで行ったところの左手にあり、「あ、こう

いう空間もあるのだな」と少し牧歌的で良いと思いました。ただ一方で、か

なりの距離を歩かないと行けないという印象で、こうした振る舞いがもう

少し浸透していくにはどうすれば良いのだろうと考えながら歩いていまし

た。 

これは二子玉川で最近こんなことがあり、面白いなと思ったところです。日

を浴びる、風を受ける、食べる、働くというものがすべて隔てなくある空

間。これは西千葉の HELLO GARDEN です。こちらもただの公園がこのよ

うな形になっています。こちらはユニクロパークです。多様性を非常に感じ

た空間です。スマートニュースが自分の思想と全く逆のニュースを織り交

ぜて配信するように、意図的に多様性を創発するような仕掛けがあるとい

うのも面白く、出来るのではないかと思いながら拝見していました。 

仕掛けというのはハードではなく、ソフトでいろいろできるはずで、例えば

天体ショーがある時にその場所が突然人々が立ち現れる空間になったりと

いうことができればよいと思いました。食べられる植物のアプリなどもコ

ペンハーゲンのようにできればいいなと思いながら拝見しておりました。 

田中委員 ありがとうございます。フィールドリサーチも事前にしていただき、ご講評

もいただきありがとうございました。またお願いします。 

それでは続いて広井様、よろしくお願いします。 

広井委員 広井と申します。私は今京都大学におりますが、5 年前まで 20 年間西千葉

にある千葉大学に勤務していましたので、当時から幕張新都心は身近な存

在で、今もよく行くのですが、そのような視点も含めて簡潔にお話させてい

ただければと思います。全体としては、私は新都心の良い面がたくさんある

と思います。当初できた頃は人工的というようなことが言われたかと思い

ますが、今もそういう面は残っている面もありますが、だいぶ改善されてき

たかと思いますし、全体として、歩いて楽しめる空間というようなことで、

先ほども話したとおりメリットもあると思います。後は緑もあり、ゾーニン
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グというのは課題もありますが、日本の中ではかなり珍しい形を実現して

いると思います。今後の課題としては、都市の明確なコンセプトのようなも

のがもう少しあってもよいのではないかと思います。私の関心に引き寄せ

たものですが、一つは若い世代を巻き込んだソーシャルイノベーションの

拠点みたいなものです。例えば、千葉大学の卒業生で千葉エコ・エネルギー

という、農業と再エネを組み合わせたソーシャルベンチャーみたいなもの

を立ち上げた学生がいて、それが今広がってきているのですが、そのような

若い世代のソーシャルイノベーション的活動が集積している拠点があって

も良いのではないか。その場合、持続可能性サステナブルをもう少し前面に

掲げても良いのではないかと思います。サステナブルという意味では、幕張

新都心は海に近いため、自然やエコロジカル（生態系）については、そうい

う場所的な独自性はもっと強調してもいいかと思いますし、もう一つの持

続可能性は、住んでいる人の世代間のバランスです。かつての多摩ニュータ

ウンのような二世代というよりは三世代型の、そうした意味での持続可能

性のことです。それと派生して、大学との連携等がもう少しあっても良いの

ではないかと思います。そこでの生涯学習のような取組みをすれば、今述べ

た話とも繋がると思います。それからもう 1 点、以前から感じていたもの

として、幕張新都心は千葉市の他のエリアとの繋がりや、千葉市全体の中で

の位置づけが多少見えにくい印象がありました。しかし、千葉県企業庁が所

管していたのが、今度は市が主体になる。これはチャンスではないかと思い

ます。千葉市の他の部分、地域とのつながりが見えにくく、悪く言えば独立

している、浮いているという印象でした。もう少しそのあたりのリンクを考

え、アクセス面ももう少し改善していけばよいのではないかと思います。 

田中委員 広井先生、どうもありがとうございました。それでは最後に私からです。私

は今回この参画をさせていただくにあたり、本当の幕張のことをいろいろ

考えた次第ですけれども、私自身は「宣伝会議」というマーケティング・コ

ミュニケーション雑誌の編集を長くやっており、10 年前に改革をした表参

道にあります事業構想大学院大学で新規事業の開発や事業承継や地方創生

ということで、研究に取り組んでいます。今日、ご一緒させていただく皆様

方とも、例えば「月刊 事業構想」という雑誌で注目させていただいたり、

取材等で編集でもお世話になっている方がいるのではないかと思います。

幕張に関しては、やはり現代社会とともに急成長してきた稀有なまちとい

う印象を持っています。働く場として、野球観戦やコンサートや学校に通う

ことやイベント参加などそれぞれの幕張を構成する要素がありますが、関

わり方によってイメージも価値も違う印象です。同時に、それが単独で個別

に存在していて、連動性が少し弱い面があるのかもしれないということを



12 

 

感じています。続いて今日の職・住・学・遊の要素を説明いただきましたが、

これらが構築されてまちが形成されてきたと思いますが、この 4 つは本当

にこの 30 年間で大きく変化をしていますので、このタイミングで定義をし

直すという作業が、このプロジェクトの中でも有効になると思っています。

そうしたベースの中で都市が持つような経営資源をまず整理したいなと思

いましたし、この多様性を明文化したり、絵にしたり、形にしたり、表現し

たりということが求められていると思います。今日いただいたキーワード、

フロンティアスピリットという話もありましたが、これが市民の方々と共

にシビック・プライドで共有できるかどうかということが問われると思い

ますし、関わる人の誇りが高まるような活動をどうしていくかというのが、

今回の肝になると思っています。そして今これからの未来をつくる要素は、

やはりデジタルと人という切り口があると思いますので、これを極めて、こ

の軸を持って、海外と繋がるということができたら理想的ではないかと思

います。事前のミーティングの際に辛口コメントさせていただきましたが、

いい意味でゾーニングされて、整然と整理されたまちの表情がありますが、

一歩入ると、皆さん一人一人の暮らしがあり、考えがあり、本当に潜在的な

研究の能力のようなものもありますので、そのような魅力がどんどん高層

化する見せ方ができるとよいと思います。 

第 1 部全体討議 

田中委員 今、専門家の皆様からいろいろご意見をいただいて、エリア自体をどう捉え

るか、幕張を構成するような要素に何があり、どこが魅力で、何が足りない

か、というご指摘ですとか、構想骨子のコンセプトになるような切り口の提

案もいただき、幕張という都市の可能性を広げるようなご意見を賜ったか

というように思います。 

この 4 分間で、たくさんのインプットをいただいたと思いますので、これ

から自由討議の時間に入りたいと思います。まだご発言されていない関係

者の方も含めてご参加の皆様で意見感想のある方は名前をおっしゃった上

で、発言をいただけたらと思います。 

土肥さんがおっしゃっていただいた、シングル層が少ないというのは、私は

初めての気づきで印象的だと思いましたが、この点が有効に働く、あるいは

シングル層を呼んでくるようなそういう施策案はありますか。 

土肥委員 そうですね。おそらくベイタウンやベイパークがファミリー層中心で、か

つ、安全・安心がやはりすごく担保されなければいけないまちだと思いつ

つ、学校がある中でおそらく単純に、家賃がそれなりに高いのではないかと

いうのが 1 つあり、学生さんたちが住む場所というものはやはり少し内陸

側に寄っているようなイメージがあります。幕張の京成等そちらの方に行
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くと、結構土着の雰囲気があり、そちらはそちらですごく対比してコントラ

ストが面白い気がしますが、周辺にいる人達もこの幕張新都心に参画でき

るような余白があれば良いのではないかというのが一つあります。あとは

文化醸成という意味では、もう少し何か自由に使ってもよいような余白部

分を都市の中に用意していただいて、そこに若い方たちが入り込めたり、新

しい事業をやったり、新しいチャレンジしてみたり、そうしたことができる

場所を解放してもらえるような仕組みがあればよいのではないかと思いま

した。 

田中委員 ありがとうございます。参画できる余白っていう視点はとても重要かと思

います。馬場さんが先ほどご紹介いただいたカフェのような取組み等では、

何かの余白や新しい人を包摂してくれるような兆しというのを感じられた

のでしょうか。 

馬場委員 多様性をどのように担保するかという具体的な取組みはなかなか難しく、

目的のペルソナを設定し、その人に向けたサービスを提供するというよう

にすると、どうしても限定的になってしまいますが、幕張のまちにはその空

間的な余白がとてもたくさんあるのが非常に豊かだなと思います。以前の

ヒアリングのときにも申し上げたように、非常に道幅が広く、あの道幅があ

れば何でもできると思います。 

田中委員 ありがとうございます。広井先生は起業家が活躍できるまちになるといい

なというような提言もいただきましたが、今シングル層が少なく、もしくは

大学生が住んでないようなことがあるのかもしれませんが、何かきっかけ

づくりのような視点はありますか。 

広井委員 そうですね。先ほどからのお話、シングル層が少ないというような話も含め

て私も、若い世代が入っていける地域・エリアになったら良いという思いが

あります。もちろん、海浜幕張の周辺やメッセでアニメのイベントがある

と、その時は大量に若い人が来るため、一時的にはそのような時はありま

す。ですが、先ほど述べたような、企業がソーシャルベンチャーのようなも

のをやろうとしている若い世代が全体から見れば一部ですがかなりいます

ので、そうした人たちが気楽に安価に、場合によっては無料で使えるような

オフィス等があればよいと思います。そこで様々なコミュニケーションが

できる場所等や、先ほど千葉エコ・エネルギーといった個別の例を出しまし

たが、そうした若い世代のソーシャルベンチャーが集積しているような拠

点的な場所があればよいです。 

もう一つは、これは難しいかと思いますが、住宅地区に最近 UR も若い世

代が入れるようにする等、様々な取組みを実施していると思いますが、よく

あるルームシェアといった形態で、シングル層も取り込むといった施策も
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入れていけば良いなと思います。先ほど言いました世代間のバランスにも

つながると思いますので、若い世代という点はいろいろ工夫して行けば良

いのではないかと思います。 

田中委員 ありがとうございます。ゾーニングされて綺麗に構築されてきたまちなの

で、この上にアドオンして行く部分ではすごく有効と言うか、やりやすいと

ころがあるのかもしれません。 

豊田先生は最先端の研究をされていて、今提言してくださったようなスラ

イドの内容も若い人が中心で取り組んだり、関心を高く持つのではないか

と思いますが、豊田先生とこの幕張における若者との関係性は何かありま

すか。 

豊田委員 僕自身、検見川浜育ちなのですごく馴染みはありますが、今皆さんおっしゃ

ったように若者といっても、ファミリー世代があるため小中高生程度まで

入ると思います。また若者世代や若い家庭世帯はいますが、大学生等が集ま

る原宿的なまち、例えば大学というものを学校で作れればよい。現在も神田

外語大学がありますが、キャンパスが異常に広いこと、かなり端にあるため

まちとほぼ交流がない状態です。神田外語大学の中にはすごくお洒落なシ

ェアオフィスとして使えそうなオープンカフェがあり、そうしたものがま

ちの近くにあれば皆来ると思いますが、今コロナもありほぼ行けない状態

で、キャンパスもがらんとしている。用途地域が黄色や緑で街区ごとに塗り

分けられて、PDF で固定されてウェブサイトにアップされているというの

もおそらく時代に合っておらず、時間単位が全然違うわけです。建築とテク

ノロジーの中でもとても問題なのは、他社がやろうとすることを僕らがや

ろうとすると、僕らが計画した 5 年後 10 年後になってしまうためやはりで

きず、その秒単位、分単位、日単位、月単位、年単位、十年単位というもの

が、多様に混ざってくるのが現代生活なわけです。そのような状況であれ

ば、用途地域が何十年単位で市街地が変わらないというのがそもそもおか

しいこと。やはり個別に回想的に時間単位で変わっても良いものや、多層的

で良いものや、流動的で良いものが入ってこなければならない。おそらくベ

ッドタウンの近くの例えばZOZOのフットボールコートの辺りに神田外語

大学のサテライトオフィスがあれば学生が来れるし、周辺に学生がシェア

で泊まるまちをつくる、もしくは神田外語大学の広い敷地内に Airbnb のよ

うなものがあり泊まれるようにするといった工夫ができる。職・住・学・遊

を取り入れているのであれば、いかに街区や色分けをより小さく、物理的な

スケールと時間的なスケールで小さく、薄く混ぜるような仕組みをやって

いけるかがおそらくこれから社会としてのチャレンジになるはずで、幕張

であれば 1 回実証実験できて、そのプロコンを検討できるというものがで
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きると非常に価値があるのではないかと思います。 

田中委員 ソリューションに近いご提案までいただきありがとうございます。私も最

初のゾーニングがされているため、そのゾーニング同士に、何か出島的に出

て行くものと入ってくるもの、そうしたことも考えたりしましたが、薄く混

ぜるということに新しさがあるようにも感じましたので、その視点は少し

また議論ができたらと思います。 

ここまで有識者の先生方からコメントいただいたところですが、今のまち

づくりや、それぞれの主体となるような、特に若者の視点のような示唆をい

ただきました。幕張ベイパークエリアマネジメントの代表理事の遠藤さん

は、現場ですでに様々な取組みをしていて、成果も上げていらっしゃると思

いますので、今の有識者の方々からの話を聞いて率直な感想などいただい

てもよろしいですか。 

遠藤委員 ありがとうございます。本日このような場に参加させて頂いて、初めてなの

で皆様の視点から非常に視野が広がって勉強になりました。幕張ベイパー

クはいろいろ若いご家族の世代が多く、非常に新しいものを受け入れる土

壌もありますので、先ほどの確か馬場様にご紹介いただいたようなカフェ

や、おしゃれなバスもあるため、若い人たちが来て楽しめるようなコンテン

ツもできてきたと思います。我々もその地域の活動をする中で、若い人たち

に向けたいろんなイベントも開催していますので、そういったところでま

ちの外からベイパークのまちに来ていただくような流れというのを今後作

っていきたいと思いますし、そのような意味では今回の対象エリアみたい

なものを広げられるような考え方もとても共感できるところです。一方で、

少し真面目な保守的な話になると、やはりそういう流入した時に、公園でお

酒を飲んで騒いでいることもあるようですので、そのような人たちは、マナ

ー良く楽しめる場所、のようなものを逆に公園内に作るとか、そのような工

夫が必要かと思っており、そのようなことをまちとしては今検討している

ところであります。 

田中委員 今のリアルな姿をお示していただいて、ありがとうございます。 

幕張ベイタウン協議会の遠山会長も、日々チャレンジをされていて、現実的

に可能性がある施策、課題もお持ちかと思いますが、これまでの提案やコメ

ントを聞いていただいて、どのように思われましたか。率直に聞かせていた

だいて宜しいですか。 

遠山委員 なかなか聞いて面白いなという話がありましたが、ベイタウン自体も 27 年

経っているため、住居として計画的には今のベイパークの方が、かなり新し

いものになっています。ベイタウンは比較的古いといいますか、考え方が少

し前のものという気がします。ただ、お年寄りと若い方がかなり混じってい
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るまちなので、お年寄りでも高齢者は大体 7%~8%程度しかいないです。平

均年齢からすると、37 歳か 35 歳程度なのでまちとしては若い。ただかな

り狭い場所に、たくさんの方が住んでいるため、先ほどのベイパークのよう

な形のカフェ等そうしたものが、あまり設備的に作られていないまちです。

ですからそれをいかに作らないといけないのかということが課題で、また

住民全体でのコミュニティがなかなか取れていないという感じが非常にし

ています。もう一つは、オフィス街と住宅街の連携が無いことです。一番大

きい問題がそうではないかという気がしています。うまく連携できていな

いため、ベイタウンに住む利点と、オフィス街の利点の融合ができていない

ような気がします。 

私も実際このまちが出来てからずっと住んでおり、非常に良いまちだと思

いますが、まだ課題が色々あると思います。 

また改めて後でご紹介をしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

田中委員 ありがとうございます。先ほど、豊田さんから流動、という言葉もいただき

ましたし、様々な方が混ざるというものは、想像は出来ても実際には具体的

にどうするのかというところで、難しいことがあるかもしれませんが、広井

先生はコミュニティの専門家でいらっしゃるので、この流動化や、様々な方

が交流しながら進化していくことに関する何か基軸になるようなことをご

教示いただけませんでしょうか。 

広井委員 先ほどの話も印象深く伺いました。一つはコミュニティ論です。コミュニテ

ィというのはその定住者と、それから出入りする流動、出入りする人たち、

その両方のバランスがとれていて一番安定します。定住者だけでもいけま

せんし、流動性だけでもいけませんので、そのバランスを上手くとることが

課題だと思いました。それは言うは易く、実際は難しいと思いますが。先ほ

どあったご指摘の、オフィス街と住宅街が少し離れていてあまりつながっ

ていないというのは、様々な意味で確かにそのとおりかなという感じです。

そこはまた難しいと思いますが、私の視点から先ほど述べた一つの切り口

としては、若い世代が先ほどのベンチャーのような形で企業の所にも入り、

また住宅の方にも、シェアなどで入り、職住近接のような姿が広がっていく

と、そのあたりもうまくつながっていくのかなと思います。でもそこは本当

にチャレンジで、非常に大事なところだと思います。 

田中委員 幕張に本社棟のある会社に取材に行くと、会社に行って帰ってきて、コンサ

ートに行って帰ってきて、千葉ロッテマリーンズのスタジアムに行って帰

ってきてというように、そこの中で滞在して横の動きをすることは、これま

でも自分自身にもあまり経験が無いと思います。ですので、どのようにまち

の中での動線を作るかというのは、検討の余地があるところではないかと
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思います。馬場さんからは先ほど「まちの振る舞い」という言葉もいただい

て、おそらく様々なまちづくり等にも寄与されていると思いますが、この幕

張の特性を踏まえて、フィールドリサーチもしていただいて、皆さんのお話

を聞いて何か新たな気づきが出ていらっしゃったら教えていただけます

か。 

馬場委員 ありがとうございます。働く時間に人が出てこないというのは、仕方がない

ことですし、どうしてもそのように分かれてしまうというのは、あると思い

ますが、もし接続するとなると、それは実体的なキーワードになるのが役割

なのではないかと思います。仕事がある所に居所があると思います。そして

自然とそういうものを創発するというのはもちろんありますが、何かを用

意するのではなく、人にもう一つの仕事、役割があるときに、まちの中にそ

れが彼らの居所となり、そこに人が集まる仕掛けを作り、ソフトの仕掛け作

りという仕方をレイアウトして重ねていくというのはあるのではないかと

思いました。それは空間をどうにかするということではなくて、どうしてそ

こにいなければならないか、というその根拠を作ると言う意味です。 

田中委員 そうですね。もちろん、人それぞれがまちを構成する重要なファクターや要

素でもあります。そこにいますというだけではなく、役割ということに少し

踏み込んで、働いている意味とか暮らしている意味とか、そのようなものが

実感できると面白いことが生まれそうですね。ありがとうございます。 

この後、幕張に深く関わっていらっしゃる方にも話を聞いて参りたいと思

いますので、よろしければまずこれにて第 1 部を終了とさせていただきま

して、続いて全体討議第 2 部に入りたいと思います。 
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【第 2 部】  

田中委員 第 2 部で、関係者の皆様からのご意見を賜りたいと思います。6 名の方々に

「幕張新都心まちづくり将来構想骨子案について生活者としてのご意見、

及び幕張新都心で過ごしていて感じる課題、それを踏まえた期待」というテ

ーマで発表いただきたいと思います。 

発表順は、金親様、丹羽様、遠山様、遠藤様、田村様、島田様の順番でお願

いしたいと思います。先ほどと、同じように 1 人 4 分でお願いできればと

思います。それでは、金親様からお願いします。 

関係者発表 

金親委員 幕張メッセの金親でございます。幕張新都心の企業に働く者として、日々感

じることについてお話をさせていただきたいと思います。これは会社の意

見というよりも、私の個人の感想としてお聞きください。 

幕張新都心が誕生し 30 年以上経過しまして、一部ではベイパークのよう

に、今まさに誕生した新しい地域もあるわけですが、大半のエリアはそのま

ちとしての機能は、ほぼ成熟期に入っている。そういうまちではないかとい

うように考えております。私ども幕張メッセも一昨年開業から 30 周年を迎

えまして、周辺のホテルあるいは業務系のビルや商業施設も同じようにこ

の年月が経過し迎えているのではないかと思います。このまちのイメージ

としましては、おそらく一般的には千葉市の顔的なまちでありますし、そし

てテクノロジーであるとか、若者文化に彩られた、どちらかというと最先端

のまちというイメージが強いのではないかというように思います。ところ

がそういった 30 年経過したまちが、そのようなイメージになんとなくあぐ

らをかいていると言うような気がして仕方ありません。成熟したまちとい

うものは、どちらかと言えば、逆に言うと伸びしろが無くなってしまったま

ちではないかというように、やや暗い感じで見ているところがあります。そ

ういった中で、今まさにこの新しいまちづくりのための将来構想を作って

いくにあたり、私は前からお願いしていることですが、このまちの価値を下

げることなく、むしろ向上させるためにどうすべきかという構想であって

ほしいと考えます。 

話が変わりますが、毎朝私は通勤の時に、海浜幕張駅からとても大勢の方が

それぞれのオフィスへ向かわれる姿を見ていますが、この人たちがこのま

ちで働くことについてどのように感じているのかと思います。例えば、「本

当は私は丸の内で働きたいのに。」、「新宿・渋谷で働きたいのに幕張新都心

に流れてきているんだよな。」といったイメージを持っている方がひょっと

したら多いという気がします。 

立地する企業やそこで働く人たちにとって、このまちが価値があるとか、働
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いていていいまちだなと感じられるようなまちであってほしいと思いま

す。 

先ほど田中さんもおっしゃっていましたが、このまちに例えばメッセに来

る、野球に来る、ただそれだけでというようなことがあるようですが、その

ようなことではなくて、なるべく多くの人がこのまちに生活をしていたり、

あるいは来ることが楽しいというまちであってほしいと思います。そのた

めにはこれからのまちづくりをどうするのかということについて、これか

らそのまちづくり構想の中で、是非是非その手法と制度を検討していただ

きたいというのが大きな期待でございます。 

田中委員 ありがとうございます。メッセに縁があってお世話になっている人は多く

いると思いますが、本当に多くの方を受け入れながら、お気持ちや、本当に

リアルな個人としての展開を、愛のある意見もいただいたと思います。 

続いて丹羽様お願いできますでしょうか。 

丹羽委員 イオン株式会社、丹羽と申します。本日は企業人という立場ではなく、幕張

勤務する一生活者として意見を申したいと思います。私は千葉に住み始め

て 20 年が経過します。当時より私が幕張新都心に持つイメージは、あこが

れのまちというものです。ベイタウンを美しく機能的な街並や高層のオフ

ィスビルが建ち並ぶ風景はここに住んでみたい、ここで働きたい、という思

いに駆られます。また野球観戦、イベント参加、レジャー、ショッピングな

どの遊び要素に加え、各種学びの場であるまちというのは、他に例がないと

思われ、幕張新都心の特色と言えると思います。幕張新都心まちづくり将来

構想骨子案をお聞きしました。これをお聞きすると、建物、施設及び設備の

ようなハード面ではなく、人材や技術、意識、交流、つながりといったよう

な、ソフト面を重視していく方向性であると認識いたしました。 

幕張新都心は千葉県及び千葉市主体にまちづくりが進み、ハード面では新

都心の名にふさわしいものになったと思います。一方、ソフト面におきまし

ても、素晴らしい取組みが行われていると思います。例えば、ベイタウンで

は過去よりコミュニケーションを図る様々なイベントを実施。また地域課

題について、住民間で共通認識を持ちながら開発のための取組みをされて

おられます。また新たな住宅地であるベイパークにおきましても、まち開き

の時よりまちに住む人や、働く人、店などが主人公となりまちを育てていく

という事をコンセプトに活動されておられます。 

これらの事例のように、住民、民間では意識、交流、つながりといったソフ

ト面を重視した取組みを、既に実際されておられて、このような活動を千葉

市の政策とリンクさせていくということが重要であると私は思います。 

また住民のみならず、幕張新都心にある民間企業、教育、研究機関を巻き込
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み、連携するような仕掛けをしていくことが、千葉市に求められる役割では

ないかと思います。地域課題の解決というのはややもすると、行政の仕事に

なると思われがちなのですが、地域を良くして行きたいという共通の志を

持った産・官・学・民という立場の異なる組織が組織の壁を越えて、お互い

の強みを出し合い、行動するということにより、個別に後押しするだけでは

解決できなかった課題を解決することが出来るのではと考えております。 

このような取組みというものは、この地区ですでに実現されており、まちづ

くり将来構想も同様の体制で取り組むべきではないかと思います。 

現在、幕張地区の交通課題を産・官・学・民にて構成された幕張新都心モビ

リティコンソーシアムにて解決を試みております。例えば幕張には魅力的

な拠点が多くありますが、それらの間を移動する手段が限られるため、まち

を回遊して欲しいなどの課題に対し、組織の壁を越えて議論しています。ま

たコンソーシアムでは、自動運転やドローンなどによる自動配送など幕張

らしい未来志向の取組みも検討されておられます。まちづくりの将来構想

もフロンティアスピリットを忘れることなく、一歩先を行く取組みを実施

していただければと思っております。以上にて私の意見とさせてください。

ありがとうございます。 

田中委員 教育、研究機関の視点は今初めて出していただきました。それも踏まえて議

論ができればと思います。ありがとうございます。 

続きまして、遠山様お願いします。 

遠山委員 幕張ベイタウン協議会の会長をしております、遠山です。先ほどお話しした

ように、私もベイタウン自体に住んでもう 27 年、ベイタウンが出来てから

の最初の頃です。皆さんご存知だと思いますが、ベイタウンは最初に販売し

た時に、私が選んだ住戸が 250 倍というすごい倍率で１期の 2 次で私も勝

ちましたが、それでも 50 倍というものでした。新しいまちができたため、

皆さんこのベイタウンというものを、マンションを買ったというよりも、こ

の環境を買っているんです。ですから皆、ベイタウン自体の機能性を非常に

考えられているな、と思います。ただ、以前からいる方と新しく入ってくる

方というのは、やはりかなりのギャップがあります。そのあたりがかなり問

題かと思います。先ほども言いましたように人口としては、約 26,000 人住

んでいるわけです。ベイパークの方でだいたいまだ 1,000 人程度の人口で

す。住戸としてはベイタウンが 9,400 戸ぐらいあるわけです。ベイパーク

自体は 4,500 戸ぐらいの最終というように聞いており、ベイパークがベイ

タウンの半分くらいです。ただ先ほどお話ししたようにベイタウンはオフ

ィス街との連携はなかなか取れていないと感じます。 

都市を作っていく際に、都市計画をされた方々が意図的に真ん中にオフィ
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スなどの住宅街の中央に、干渉しないようにという意図で緑地帯を作って

います。その関係もあるため、なかなか連携的なものが見えないというとこ

ろはあります。幕張ベイタウンのベイタウン協議会はなぜ作ったのかと皆

さん思われます。実は、ベイタウンは非常に高品質のまちを作ってしまった

がために、市の予算ではおそらく維持管理ができないだろうということを

都市計画の方々はずっと最初から思われていました。そのときにどうした

らいいかを協議しましょうということで、あり方研究会を作り、その中に住

民の協議会を作りなさいということで、ベイタウン協議会というものを作

りました。これは行政が指導した訳ではなく、全く住民だけで作る団体で

す。 

この他に、自治会連合会と呼ばれるものがありますが、ベイタウンの方々は

コミュニケーションを非常によく取っておりまして、地域運営委員会とい

うものを作っておりますので、その中で社会福祉協議会といった方々が集

まり、様々な話し合いをしております。これから先、ベイタウンをうまく維

持管理し、今までの環境をいかに管理していくかということが、今私たちの

最大の目標ということで、景観推進地区に指定するように千葉市の方にお

願いして、今その取組みをやっているところです。これからまだまだ課題が

あると思います。宜しくお願いしたいと思います。 

田中委員 大変ありがとうございました。続きまして田村様、お願いします。 

田村委員 私、渋谷教育学園幕張中学校・高等学校で副校長を務めております、田村と

申します。よろしくお願いいたします。 

千葉市からお声かけを頂いて、今回は初めて参加をさせていただいており

ます。私共は 1983 年に開校しまして、約 40 年ここで中学校・高等学校を

運営してきた状況でお話しできることがあればというところです。住民の

方含めて、このまちには大変お世話になっておりますので、何か私共でお役

立ちできることがあればという思いもありまして、参加をさせていただい

たところでございます。 

学校としては、この幕張でずっとやってきているのですが、千葉県内からの

通学者が 7 割程度です。千葉県外からの通学者が 3 割を超えていることも

ありまして、学校としては幕張新都心のアクセスについてやはり影響があ

るというように感じているところがあります。快速電車がなくなったり、こ

れから人口減少がいよいよ始まっていく中で、どのようなまちになってい

くのかというのは、学校としても影響があるというように思うこともあり、

参加をさせていただいているところがございます。 

生徒は、この地域に通っている学校ですので、何か地域にお役立ちできるよ

うなことがあれば、ぜひ積極的に参加したいという生徒もたくさんいます。
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ですので、きっかけがあればまちづくりでお手伝いできることがあるので

はないかというように感じておりますが、今のところ例えばグローバルに

関する高校生同士の会とか、色々なコンテストになりますと、やはり東京で

開催されることが多いというところもあり、こちらから東京にお伺いする

中では、アクセスの問題で参加できないといったことが出てきていること

もありますので、その点は非常に最近感じているところでしょうか。 

あえて申し上げるとすれば、学校としては今中学校・高等学校を取り巻く環

境は、いわゆる広域通信制と言われるような学校もかなり増えてきていま

す。私共も今、学校に通うことの意義というのをいろいろ議論しているとこ

ろです。私共自身が学校に通うということにやはり意味があると考え、人が

集まり一緒に学ぶということが学びを進めていく上で非常に重要だと考え

て、今様々なことに取り組んでいる所があります。まちに集まるという点で

は、同じ意味というように思いますが、その集まることの意義、子供たちが

集まって学ぶことの意義を今ちょうど再定義している中でこのまちづくり

協議会の話を少しお聞きしました。少し整然とされているところの良さも

ありますし、一方、京成幕張側と確かにまとまりを欠いているようなところ

もありますが、幕張全体で私共何かできるということではないと思います

が、生徒を中心にお手伝いできることがあれば、是非やらせていただきたい

と思います。 

田中委員 ありがとうございます。学校名に幕張という文字が入っている学校ですし、

渋幕でみなさんに愛されて、渋幕の知り合いのお子さんも結構卒業生がい

るのですが、世界と繋がったり、やはり若い人材を幕張の中で育ててくださ

るというお立場から、これからも様々なことが、交流という面でもご示唆い

ただけると思います。 

それでは遠藤さんお願いします。 

遠藤委員 私、一般社団法人幕張ベイパークエリアマネジメント代表理事をしており

ます、遠藤と申します。よろしくお願いいたします。 

今回少し資料等も見させていただいて、お話しさせていただきたいです。ま

ず先に少し紹介からさせて頂きますと、我々は B-Pam という愛称で周囲か

ら呼ばれておりまして、このベイパーク自体が、2019 年にまだ生まれたば

かりのまちです。今、スカイグランドタワーという新しいマンションができ

まして、3,000 人ぐらいの方が住んでいます。その中で非常に地域活動が盛

り上がっておりまして、若いご家族の住民が多くてコミュニティを求めて

いるような状況です。そのため、コロナ禍ではありましたが、感染症対策を

しっかりした上で、イベントを開催したりなど、かなり地域活動や交流が活

性化しております。 
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私も住民の方々といろいろ意見交換をしており、やはり新しいものを受け

入れたり、先ほどもコメントありました、デジタルで意見を収集できるよう

な土壌みたいなものも実はまちとして兼ね備えています。比較的デジタル

の発信、例えば SNS のインスタグラム等も非常に活発です。今回あるべき

姿として挙げられて、その新規性・先端性・包摂性についても、まさにまち

として歓迎したいというところで、どんどんやっていきたいと思います。 

その一方で、骨子案についていくつか気づいた点についてお話させてくだ

さい。まず一点目が、13 ページについて、あるべき姿のテーマはなんとな

く理解はできるのですが、その下にある好循環を支えるための方法論が少

しまだイメージが湧きづらいなと思います。 

ここのテーマがはっきりしていないまま会議が増えてしまうこと、方向性

のないまま会が進んでしまうことは非常に懸念しておりまして、やはりこ

こでやるべきことの方向性を明確にして、実現する主体となるような現場

の方も入れるような場になってほしいと思います。具体的な話を二つさせ

ていただきますと、例えば新都心においては、職・住・学・遊のさまざまな

要素があり、そこを相互回遊で活性化できるというようなコンセプトでや

っていけるのは、まず全国で見ても幕張新都心しかないのではないかと思

います。この相互回遊のようなものをいかに広げていくかというものを、も

う少し考えたらいいかと思います。そのために方法論として必要なのは、た

だ連携だけではなく、行政としての基盤をどう作るかが大事だと思います。

例えば先ほども都市 OS のような話がありましたが、オープンなデータの

ような形でその人の移動データのようなものを少しオープンにしますと、

それに伴って二次交通などを効率化して、非常に低コストでまちの人たち

が様々なそのまちにある魅力的な施設に行けるようなそのような投資がで

きれば、非常に興味深いなと思います。 

今の渋谷教育学園幕張からの話にもありましたが、横とのつながりのよう

なところで、育て世代が多いため、教育機関との連携に非常に期待をしてお

ります。イベント等で神田外語大学や、幕張総合高校とはつながって様々な

取組みをしているのですが、ぜひその活動範囲を広めていきたいと思いま

す。具体的には、まちの課題を解決するためのフィールド学習といったもの

を一緒に行う等です。 

また、お子さんや住む人たちが、学びの機会が何かあればとても良いのでは

ないかと思います。いずれにしろ、住の中心となっているベイタウンと、

我々新しいまちであるベイパークも是非連携させていただいて、住む人に

とってより快適でワクワクするような、まちになっていければいいなと思

いますし、それに向けて一緒に頑張っていきたいと思います。 
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田中委員 ありがとうございます。リアルな情報がいただけてイメージが湧いたかと

思います。 

それでは最後に島田様からお願いします。 

島田委員 千葉ロッテマリーンズ島田と申します。よろしくお願いいたします。私は今

ZOZO マリンスタジアムの管理運営の責任者を務めると同時に、千葉市、

千葉県、日本野球機構等他の球団との調整業務をやっております。2006 年

から千葉ロッテマリーンズに勤めているのですが、実は 1967 年から 79 年

まで幼少期を幕張四丁目で過ごしておりました。ちょうど武石 IC の麓あた

りから、幕張新都心が埋め立てられていくのを遠巻きに見ていたというよ

うなことが、心象風景として残っております。幕張との浅からぬご縁をとて

も実感しているというところです。 

私共、千葉ロッテマリーンズは、1992 年から千葉マリンスタジアムを本拠

地とさせていただいておりまして、来年がちょうど移転 30 周年という節目

を迎えることになります。この 30 年間の大体半分強に当たる 2006 年から

千葉マリンスタジアムを指定管理者という立場で管理運営してまいりまし

た。 

幕張新都心は先進的な取組みに数多くチャレンジしてきた、という記述が

骨子案にもございましたが、プロスポーツチームが、公の施設の指定管理者

に選ばれたのは、実はこの千葉市と千葉ロッテマリーンズの取組みが日本

国内で初めての取組みということになります。この後に、例えば鹿島アント

ラーズとか、広島カープ、ガンバ大阪が続いているということで、そうした

新しいことへの取組み等も我々の管理運営にもある、DNA 的に存在してい

ると思います。ですので、千葉ロッテマリーンズは、チームや試合というコ

ンテンツソフトだけではなく、ハードも合わせて管理しているというとこ

ろが少しユニークな立ち位置で、その辺り実はあまり喧伝されてないこと

もということもあり、両方の立場で地域を見つめているというところがご

ざいます。さらに 2019 年からは実は千葉県立幕張海浜公園の球場寄りの園

地管理も担当しております。こうした取組みは骨子案にあったゾーニング

を越えた取組みの事例にもつながるのかなと思います。具体的には、今は公

園ではできないキャッチボールができる広場を作ったり、あるいは予約が

できる駐車場を設けることにより、渋滞を少しでも解消する等を取り組ん

でまいりました。この広場と言うのは、先ほど有識者の方からお話しのあっ

た余白を作ることに通じると思いますが、いかんせん、駅からは少し遠いの

かなというように思います。 

ハードの管理も経験しますと、80 年代に整備されたインフラの更新タイミ

ングというようなことが、球場の方にもそのまま関わってきておりまして、
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上下水道とか、電気系統、あるいは通信ネットワークの今日化も課題として

考えております。 

新型コロナウイルス感染防止のため、今は人のピークを作ることができま

せんが、また多くの人を呼び込むに当たって、防災対策であるとか、あるい

は環境面での持続可能性も課題として今会社の中では取り組もうとしてい

るというようなところがございます。 

私から一旦このようなお話で球場とそれから球団、それから地域との関係

性をご紹介いたしました。 

第 2 部全体討議 

田中委員 ありがとうございます。指定管理の方法ですとか、新しい制度設計があるの

だなということを初めて知りましたし、少し離れたところにあるというこ

とですけども、ボールパークまで行く球場まで行く間のバスの中でのアナ

ウンスも話題になり、大変市に溶け込みながら、来た人を楽しませてくださ

っているお立場かなというように思いますので、これから様々な議論をご

一緒に頂ければというように思います。 

6 名の地域をよく知る皆様方からのお言葉を頂きまして、ありがとうござい

ました。それでは、ここから残りの時間、討議に入りたいと思います。今、

現場の話もリアルにお話しくださいましたので質問もあるかもしれません

し、ご意見ご感想もあるかというように思いますのでぜひご発言いただけ

たらと思います。 

どなたからでも結構ですので、挙手かお声出していただいてお願いします。 

金親委員 時間の関係で少し喋り足りなかったところがあります。 

今まで皆さんの話を聞いた中で、例えば第 1 部の方では田中さんからここ

30 年経過したまちをどう再定義するかという話があったと思います。 

それから多くの方から、例えば住民の方であったり、教育関係の方であった

り、あるいは企業関係の方であったり、それぞれの想いをお話しいただいた

わけですけれど、まさにこの幕張新都心というまちは、極めて多様なステー

クホルダーが存在するまちで、皆さんこのまちをよく知って欲しいという

思いがありながら、なかなかそれを実現する方法論がなかなか無いという

ことがありました。これは大変至近な例ですけが、いわゆる日本全国様々な

ところでエリアマネジメントという言い方をされておりますけれども、そ

ういうこのまちにふさわしい手法をどのように模索していくのか。 

おそらく、広大なエリアですので、先ほど述べたように多様なステークホル

ダーがいるわけですから、単一のエリアマネジメント手法ではなかなか難

しいのではないかと思います。おそらくそれぞれのエリア、エリアでのマネ

ジメントなさる方がいながら、全体を包括するような仕組みという、今まで
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日本の中にないような新しい、幕張新都心らしいものを実現するような仕

組み・制度を皆で考えながら、行政の方でバックアップしていただき、それ

を例えば法的な制度が必要であれば、そのようなものを担保していただく、

あるいは支援をしていただくといったことが、実現する方法論としては必

要ではないかなと思います。いわゆるエリアマネジメントは、例えば簡単に

言ってしまえば、デベロッパーがエンジンになればいいわけですけれども、

これは残念ながら今それを引っ張るデベロッパーが存在しないのですね。

ということで、その地域にある課題というのは行政的な課題も、それから民

間の皆さんが抱えている課題も、おそらく共通するものが多くあると思い

ますので、公民が連携してこのエリアマネジメント的な仕組みを、新しい仕

組みをこのまちの中で何か考えていかないといけないというように思いま

すので、皆さんの知恵を出しながら、ぜひそのようなものを、方向性をこの

構想の中でもしていただければというように思います。 

田中委員 ありがとうございます。今、とても重要な視点からのお話をいただいて、確

かに仕組みとか、方法論っていいますか。それが本当にないと、これからの

流れができていかないかなということに気づかせていただいたところでご

ざいます。 

先ほど、豊田さんが今のような新しい手法、都市 OS のあり方のようなこと

を、最初にお話しいただいたと思いますが、今の金親さんの話を聞いてコメ

ントをいただけませんでしょうか。 

豊田委員 ありがとうございます。おっしゃるとおりで、いわゆる森ビルや、三菱地所

であればできることが幕張新都心みたいなところになると、1 つの主体とし

て動かすのが難しいところは当然あるかと思います。ただ、やはりこの官民

や住民施設のようなものが集まること、もしくは先ほどの職・住・学・遊の

領域を超えていく最初の入り口としてエンタメから軽く入り、治験や領域

横断のノウハウをほかのところに展開して行くことが一番実効的で早いた

め、そこができるような設えを既に持っているというのは幕張の強みだと

思います。そこをうまくどう設計していくのかは、やはり戦略的に考えてい

くべきと思います。プラットフォームと場所を持っているものに対して、例

えばデジタル都市プラットフォームの話でいくと、最近、国交省の

PLATEAU という都市経営的な 3D モデルのオープン化は非常に良い試み

ではありますが、まだ国が予算を数十億円つけて公開はするけれども、それ

の持続的なアップデートやビジネスとしての運用は全くないまま走ってし

まいました。そこのビジネスとしてのマネタイズや誰が管理して維持管理、

運営していくのかというところまでの発明やシステムへの落とし込みが今

後どうしても必要になり、各セクターをまたぐ新しい情報をいかにその魅



27 

 

力として、もしくは直近で言えばお金として、マネタイズにつなげていくか

という視点は不可欠になると思いますので、これは住民がいるところで

GDPR、個人情報保護法みたいなこととの兼ね合いも当然クリエイティブ

で考えざるを得ない中で、この場所を既に持っているということをどれだ

けポジティブに考え、官民でのビジネス社会の価値観の仕組みを考えてい

くことが非常に重要になると思います。 

田中委員 ありがとうございます。色んな手法がこれからも考えられるというところ

で、切り口を出していただいたため、これについて皆さんも思うところが出

てくるのではないかと思います。 

遠藤さんは、先ほど都市 OS のことで基盤作りが大事であるとか、どのよう

に循環させていくかというようなご意見もくださいましたが、いかがでし

ょう。 

遠藤委員 おっしゃるとおり、方法論に今後入ると思いますが、そこで今書かれている

連携という言葉はもう少し具体的なアイディアに落とし込んでいく必要が

あると思いますし、そこが結構難しいところでもあると思いますが、私も自

分のコメントでお伝えしようと思います。 

私は 5 年ほど前から幕張に移住してきましたが、やはり非常に魅力的です

し、生活者から見ても、都市型のコンテンツを享受できて、子どもの安心し

た環境もあるのは、ここしかないと思いますので、コロナ禍のリモート環境

でさらにその魅力が高まっていると思います。ぜひポジティブに考えてい

ければと思っております。 

田中委員 ありがとうございます。そうですね。私も海浜幕張の駅とか、降り立つと、

たまに行くと、「あっ、なんか本当にあの整然と綺麗なまちだな」とに思い

ますけれども、金親さんが最初に言ってくださった、海浜幕張のオフィスで

働く人たちの気持ちや、モチベーションや、そういったものは一度何か、リ

サーチをしてもいいのかもしれないです。私たちが想像していること、想像

を超えることがあるかもしれないですし、今は一定程度幕張は人が多く混

んでいますが、コロナ禍で少し通勤や暮らしの中での価値観、スタイルも変

わってきているところがあるかもしれませんので、市の方でもそうしたリ

サーチ等があれば、後でご披露いただけたらと思います。あと、馬場さんは

東京のグランドデザインの検討委員会の委員も過去にされていますが、こ

ういう仕組みを作っていくという、方法論に関する知見がございましたら、

少しお聞かせいただければと思いますが、馬場さんいかがでしょうか。 

馬場委員 ありがとうございます。実は私の方から質問がしたいのですが、先ほどの土

肥さんの資料の中で、新しい民主主義のようなものが見えましたが、興味が

あります。我々や、有識者や行政が何か作ると言うだけでなく、おそらく意
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思決定の部分から住民参加が出されることはとても大事だなと思いまし

て、何かお考えがあるのであれば伺いたいと思いますのでお願いします。 

土肥委員 まさにそこは考えていて、まず先ほど豊田さんもおっしゃっていた通り、僕

たちはこのデジタルでアクセスすることも 1 つの参加として捉えなければ

いけない時代に来ていると思います。ですので、幕張のゾーニングの話もあ

りますし、物理的に自分がどこに住む、どこに勤めるというのもあると思い

ますが、それと同時にデジタルで参加するというところに関しても、同じよ

うに扱わなければいけないのではないかと思います。合意形成システムに

関しては、僕たちで METACITY という団体で、様々なテストをしている

のですが、間接民主制で議員を選出して判断を任せて何かができるという

のが、今までの仕組みであったと思いますが、直接住民の方たちがデジタル

の、いわゆるオンラインの仕組みを作り、何らかの決定に参加できるような

やり方がないかということを僕たちは今様々なステークホルダーの方々と

研究しています。最も簡単な例で言うと、飲み会を設定する際に「調整さ

ん」というツールを使ったことがあるかもしれませんが、それで決めるのは

早いです。とてもシンプルな例ですが、やはり何かの合意形成を取る仕組み

というのは、もっと様々なものが作れる可能性があると思っていて、そうし

たツールがあることにより、市民の参加をかなり促せるようなことになる

のではないかと思います。バルセロナ等でやられている Decidim という、

オープンソースの合意形成システムもあり、世界的にもそうしたものはと

ても進んできているため、まさに海浜幕張でそのようなものを使ってはど

うか。例えば、「ここに空き地があるけれど何に使うか」というテーマを皆

で合意形成システムを使って、何かスケートボード場が作りたい等様々な

意見を言われたりすると、面白くなり前に進むのではないかと思います。 

馬場委員 ありがとうございます。伺いたかったことでした。 

田中委員 先ほど、丹羽さんがソフト面がうまくいっている等幕張の良いところを多

く語ってくださいました。仕事の面でもまちの交流の面でも、おそらく重要

なプレイヤーとして普段から活動されているというように思いますが、こ

のつながりや交流を促進していくための、もう 1 歩踏み出してできること

について、今日のほかの委員の皆さんから聞いていて何か気づきがありま

したら聞かせていただけますか。 

丹羽委員 ありがとうございます。交流という面で言いますと、やはり私共としては、

なかなかできていなかったというのが本音です。例えば企業間でしたら、マ

リーンズを応援しようといったものです。幕張の企業が皆で団結して応援

に行くということはしていたのですが、学や民の方との連携は過去できて

いなかったことは事実だと思います。実際交流をしようとしても、なかなか
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きっかけがないというのが現状ですので、例えば今回のような議論を通じ

て、千葉市にある程度音頭を取っていただきながら、まず身近にできること

からしていくということが大切と思います。 

私共は幕張地区に基幹店舗の幕張新都心を持っております。そちらの店舗

で、例えば地域の方々の交流や、何らかの成果の発表の場の提供ということ

もできればと考えておりますので、そのようなことを踏まえながら、エリア

の方々と繋がっていたいと思います。 

田中委員 島田さんが先ほど球場を超えて近くの公園等で様々な活動を展開されてい

るという話をくださったわけですが、確かに住民からすると、ここは千葉ロ

ッテマリーンズだから、ここは市の管轄だから、といったことはあまり思わ

ないため、エリア全体での価値を高めていくことがおそらくポイントにな

ると思います。島田様のこれまでの活動から手応えや、さらに踏み込んでも

っと何ができるかという気づきがありましたら、ご教授いただけますか。 

島田委員 例えば、先ほど田中様がおっしゃられた、海浜幕張にはコンサートで行く、

野球に行く、コンベンションで行くというように、このまちはどちらかとい

うと単一目的性の来街が多いというところを我々も痛感していて、なかな

か野球に来てその後ビフォーアフターでまちの中で回遊するかというと、

過去に色々実験なども試してみたのですが、なかなか目覚しい成果も出て

無いというところがあります。 

そうした意味で例えば、バスの路線・系統、終電の時間等、交通部分に関し

ては、もう少し何とかならないかという要望事項は実はありました。あとは

企業様、それから住民の皆様との連携に関しても、一旦一巡してしまったと

ころがありまして、我々ももう一度リセットしてやるところが必要なのか

なと思います。また学生が少ないというのは、確かにとても大きな気付き

で、弊社でスポーツカレッジという、様々な学生が参加できて、スポーツマ

ネジメントを学べるサークルのようなものもありますが、これも活動が停

滞してきております。本当に学生が良いのか、リカレント教育みたいな形で

多様な方にもう少し参加していただいて、スポーツやビジネス、地域といっ

た切り口で、新しい何かに関して我々がプラットフォームになれるような

ことがあってよいと、今日のお話を聞いて思う次第です。 

田中委員 ありがとうございます。市がプラットフォームになれると私も最初思いま

したが、今日参加の皆さま 1 人ひとりが何かしらのプラットフォーマーと

して機能を果たしてくださりそうな点も多くあったため、新しい流れの階

層ある巨大なプラットフォームが出来上がるかもしれないと思わせていた

だくところです。田村先生のところにはユニークで魅力的な学生さんが多

いと思いますが、学生たちは県内、東京を含め、近隣から通学という方たち
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がいて、学生たちはまちの中を回遊したり、あるいはフィールドワーク的に

地域の交流等、そうしたイベントもあるのでしょうか。何か事例がありまし

たら教えてください。 

田村委員 地域のイベントとして、地域のゴミ拾いやそうした環境づくりについては

生徒たちは結構熱心に、ボランティア的に取り組んだりしています。ただ、

通学圏の広い学校というところもあり、あまり放課後の時間を積極的に、拘

束的に学校で取り組むという形は本校の教育目標とは一線を画していると

ころがあります。やはり「自調自考」の精神で自ら主体的な機会として取り

組むということを推奨しているため、学校が指定するというよりも、生徒自

身の取組みを学校として支援するというケースの方が多いと思います。で

すので、必ずしもこの幕張地域だけに活動が限定するというよりは、様々な

学校と連携して様々な活動を多岐に渡って実施しているというイメージが

強いです。地域でそうしたイベントがあれば、学生たちは積極的に参加する

のではないかと期待しているところです。 

田中委員 ありがとうございます。おそらく感度の良い学生たちであるため、社会課題

を発見しようということを幕張の中で経験するといったことを日々送って

いるかもしれないです。 

今日の皆様から様々なご意見をいただいて、幕張の SWOT 分析のような強

み・弱み等どこを伸ばせばいいか、そうしたところもある程度共通認識とし

て出てきた所があると思います。 

印象的なのは、余白が少ないかもしれないというような言葉や、でもそこを

何か突っ込んで広げていけるような、そういう可能性もあるかもしれない

ということも、実感させていただいたところです。これからの議論を深めて

いくにあたり、少し具体性に欠ける現状分析箇所は、データ等確証あるよう

な見解がありましたら、是非市からでも三菱総研からでも出していただい

て、加えて委員の皆様の本当に創造性あふれる様々なご意見がありますの

で、ここを拡大させていければと思うところでございます。 

 

（4）その他 

（オブザーバー、千葉市）全体討議に関する感想を述べた後、事務連絡を行った。 

その他 

田中委員 今、お約束の第 2 部の時間がまいりましたので、これにて第 2 部を終了さ

せていただきたいと思います。長時間集中していただいた皆さん、本当に闊

達な意見をいただきまして、感謝を申し上げます。千葉県、千葉市、関係の

皆様は今までじっくりと聴いていただいて、発言したいこともあったかも

しれません。今日、本会に参加いただいた中での代表として、千葉県企業局
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土地事業調整課長の稲生様からご感想をいただけたらというように思いま

すが、よろしいでしょうか。 

オブザーバー、千葉市からの感想 

稲生千葉県

企業局土地

事業調整 

課長 

千葉県企業局土地事業調整課でございます。 

有識者の皆様、地域の関係者の皆様から、幕張新都心のまちづくりに関する

要望や課題等様々なご意見がございました。こうしたご意見を踏まえまし

て、企業局は今でも幕張新都心の大きな地権者でもございますので、保有し

ております土地の有効な利活用が図られ、幕張新都心が一層魅力的で活力

のあるまちとなるような、そうした将来構想が策定されるように私共もし

っかりと協力していきたいと考えているところでございます。 

田中委員 ありがとうございます。続きまして、習志野市総合政策課長の越川様、ご感

想等をいただければと思います。お願いします。 

越川 

習志野市 

総合政策 

課長 

お疲れ様でした。多岐にわたる様々な観点からのご意見をお聞かせいただ

くことができて、私の方としても非常に勉強になりました。我々習志野市は

拡大地区というエリアでございますが、実は千葉工業大学の学生寮が、その

先のところにございまして、単身者の住むところはあまりないのではない

か、学生があまりいないという意見がありましたが、我々の方には実はそう

いう方々がいらっしゃるというところでございます。また、学生にまち・ひ

と・しごとの地方創生の一環でインタビューをしますと、非常に幕張で働き

たいと言う方がいらっしゃいます。今、やはり地元志向の方も結構いらっし

ゃる中では、例えば習志野市に住む中で幕張に仕事に作って、行くことがで

きたら、といったご意見もありましたので、そうしたところも今日のお話も

踏まえながら、我々としてはまちづくりに取り組んでいく中で、千葉市とも

協力していきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

田中委員 ありがとうございます。それでは最後に千葉市の神﨑局長、ご意見・ご感想

等をよろしくお願いします。 

神﨑総合 

政策局長 

千葉市の神﨑でございます。田中先生、様々な議論に対してコーディネート

していただき、どうもありがとうございました。 

私も、地域の問題、新しい価値観等、そうしたなかなか見えていなかったこ

とがずいぶん見えてきた感じがいたします。一般的には人口減少、ライフス

タイルの多元化等で、社会経済の変化が非常に早くなってきています。その

ような中で幕張新都心まちづくりの将来性をどうやって考えていくのか。

今日のご議論からすると、多様な価値観を持って求めていく、方向づけして

いく重要性を改めて認識をさせていただいたところでございます。あとサ

ステナブルといった今後のまちづくりを重要な視点であったり、まちづく

りのコンセプトにあります職・住・学・遊の発展性を担うための最低限の
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話、あるいは都市の価値を高めるという視点で、まちの活力をいかに創出し

ていくのか。都市のデジタル化であったり、先端技術の活用、イノベーショ

ンを満たすような企画、若者、多様性、あるいは教育機関やプロスポーツと

の連携のような具体的なご意見をいただいたところでございます。 

今後、意見を活用させていただきながら、これまで培ってきました強みを生

かすシステムで夢のあるようなまちづくり計画をぜひ作成していきたいと

思います。どうぞ引き続きよろしくお願いいたします。どうもありがとうご

ざいました。 

田中委員 ありがとうございます。今日は本当に全ての皆様から、エッジの効いたご意

見やアイデアをいただいて、本当に 1 つ 1 つのお言葉から、また私たちの

発想力が広がるような、そういう時間にしていただいたかというように思

います。 

聞けば聞くほど幕張というのは大変なブランドエクイティがあり、特別な

地域であると思いますので、地域の価値をさらに高めて何ができるのかと

いうことに、関わった皆様方で、議論をまた深めていきたいと思います。 

進行で、皆さんに充分なご意見を言っていただけないところもあったかと

思いますけれども、円滑な議事にご協力をいただきまして、大変ありがとう

ございました。それでは、議事進行を事務局にお返しいたします。 

事務連絡 

運営事務局 田中先生、ありがとうございました。有識者、関係者の皆様、そしてオブザ

ーバーでご参加の皆様もご協力頂きまして、ありがとうございました。これ

で次第 4 番の全体討議を終了させていただければと思います。 

最後にその他としまして、千葉市志村課長よりコメントありましたらお願

いできますか。 

志村幕張 

新都心課長 

千葉市志村でございます。皆様におかれましては、本日は活発なご議論、本

当にありがとうございました。ご教授いただきましたご意見、考え方、視

点、様々な気づきがありましたので、引き続き将来構想策定に向けて、ぜひ

活かして参りたいと考えております。 

また、本日のお時間の関係でお話しいただけなかったご意見・ご感想等がご

ざいましたらぜひ頂戴したいと思います。今後の策定に生かして参りたい

と思いますので、別途事務局より電子メールでご案内いたしますので、その

ようなものがあれば頂戴できればと思います。 

そして今後の会ですが、第 2 回を 9 月頃、第 3 回を 11 月頃に予定しており

ます。 

日程と詳細につきましては、また改めてご連絡させていただきますが、引き

続きご出席いただきますようよろしくお願いいたします。私からは以上で
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す。ありがとうございました。 

―閉会― 

 


